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お米に関する地域経済循環について調査研究を行っています

Joetsu city Policy Research Unit

２０２５年3・4月号

J・PRU News
ー 上越市創造行政研究所広報誌 ー

上越市創造行政研究所は、平成１２年に設置された上越市役所の組織内シンクタンクです。当市のまちづくりを支援する
調査研究機関として、人口データなどの分析や情報提供、フォーラムやワークショップの開催、調査研究による政策提言な
どを行っています。 No.05

当研究所では、調査研究の一環として「米関連産業の地域経済循環分析」に取り組んでいます。上越市の

持続可能なまちづくりに向け、当市の米は重要な地域資源であると考えており、その課題と可能性を検討す

る基礎資料として、米の生産・流通・消費に関わる事業者や、消費者としての市職員にアンケート調査を行

い、米のフロー（生産・流通・消費量）や地域で生み出される所得の推計などを行いました。

今後、当研究所としては分析方法の精度向上を目指しつつ、政策立案につながるよう継続調査への協力と

分析を進めたいと考えています。また、調査結果をもとにしたシンポジウムの開催を検討していますので、

ぜひご参加ください。（須藤）

● 意見交換会を開催

去る2月14日（金）、米の生産・流通・消費に関わ

る事業者や関係団体、庁内関係課の職員から参集いた

だき、この調査結果を踏まえた今後の可能性や検討課

題などについて意見交換を行いました。

参加者からは、生産に係る収支構造を踏まえた適正

価格の設定、米の価値に対する市民の理解や食育の推

進、肥料の地産地消など環境に配慮した取組、米を活

かした大都市住民との関係構築など、様々な視点から

の意見をいただきました。

● 米の流通量や所得創出効果を推計

調査結果によると、市民が家庭で消費する米の6割、

市内飲食店で提供する米の3/4は市内産であると推計

されました。

１人あたりの米の消費量が全国平均並みだとする

と、上越市民は9,100トンの米を主食として食べてい

ることになり、このうち6,000トンが市内産と推察さ

れます。一方、市内の主食用米の生産量は47,000ト

ン（令和5年度）であり、その大部分は市外に出荷さ

れていることになります。

また、市内で生み出される所得は、例えば1,000円

分の米を購入した場合、それが市外産である場合は

102円、市内産である場合は417円と推計されました。

市内ではすでにある程度の地産地消が行われており、

一定の所得創出や環境保全に貢献しているといえま

す。一方、肥料や燃料をはじめとする原材料の多く

は海外に依存していると思われ、安定性や環境面の

視点からは改善の余地があると言えそうです。

米のフロー（生産・消費・流通量）図

※ 一定の仮定条件に基づく目安としての値であり、計算方法の見直し等
により若干数値が変わることも想定されます。
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去る2月14日（金）に移住・定住に関する職員研修会

（第2回）を開催しました。

今回は、長野県飯田市における移住・定住推進の取

組について、飯田市職員の湯澤英俊さんから話題提供

をいただきました。

同市は、市名の語源ともなっている「結（ゆい）」

の精神を大切にした「人と人のつながり」を基軸に、

移住定住推進と関係人口創出の様々な取組を展開して

おり、2025年版「住みたい田舎ベストランキング」の5

～10万人未満のまち部門で総合第１位、第1回全国シェ

アリング大賞「TURNS賞」の受賞など、全国的にも高い

評価を受けています。

お話の中では、移住を恋愛（移住前）と結婚（移住

後）にたとえ、移住前のお互いを知る段階、つまり

「関係人口」の創出が大事だと話されました。「関係

人口」は「関心（心を寄せる）」と「関与（そこに係

る）」が必要で、地域や地域の人と多様に関わるには、

地域に関わる人の居場所づくりが重要とのことです。

そのためには、人に興味を持ち、想像する気持ち＝面

白がる「心」と他者を肯定することにより、「感化」

されることが大切と分析していました。

そのためには、特定の地域に想いを寄せる地域外の

人材とのネットワークづくりにより、このような人材

と地域との関わりを深め、地域内外の連携によって自

立的で継続的な地域づくりを実現することが重要だと

話されました。

最後に、「地方創生の前に、まずは自分創生を行う

ことが重要」だと力強く話してくれました。（栁澤）

意見交換では、移住・定住を促進するために上越市でできる
ことは何かをグループで考え、その成果を発表しました。

湯澤氏の講演では、「面白がる」というマインドのもと、行政職
員とプレーヤー両方の立場からの話題提供がありました。

移住・定住に関する職員研修を行いました

11/13★ 大浦安地域協議会委員研修会

11/13★ ＠ 「地元関係図」の活用に向けた研修会（総合事務所）

11/14★ ＠ 「地元関係図」の活用に向けた研修会（まちづくりセンター）

11/14 上越教育大学附属小学校6年2組創作活動への協力

12/18 高田北城高校２学年「総合的な探究の時間」における全体発表会

１/27★ ＠ 移住・定住に関する職員研修（第1回）

1/23★ 第8回吉川区地域協議会

2/14 ＠ 移住・定住に関する職員研修（第2回）

2/14 ＠ 米関連産業の地域経済循環分析 意見交換会

2/22★ 琢磨塾第94回例会

3/２２ 上越妙高駅開業10周年フォーラム

話題提供・コーディネート活動の実績（2024/１０～25/3）

★は講義・講演を実施 ＠は主催事業
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